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第 1 編 1 

はじめに 
 

「国営土地改良事業等における BIM/CIM 活用ガイドライン（案）」（以下「NN ガイドライン」とい

う。）は、国営土地改良事業等に携わる関係者（発注者、受注者等）が建設生産・管理システム等の各段

階で BIM/CIM（Building/ Construction Information Modeling, Management：ビムシム）を円滑に活

用・活用した業務及び工事を発注できるよう、考え方について整理したものである。 

 

 

 

 



 

第 1 編 2 

【ＮＮガイドラインの構成と適用】 

表 1 ＮＮガイドラインの構成と適用 

構成 適用 

第 1 編 
共通編 

第 1 章 総論 国営土地改良事業等における各段階（調査・測量、設計、施工、

維持管理）で BIM/CIM を活用する際の共通事項について適用する。 第 2 章 測量 
第 3 章 地質・土質モデル 

第２編 土工編 土工（掘削、盛土等）を対象に BIM/CIM を測量・調査、設計、

施工、維持管理の各段階で活用する際に適用する。 
第３編 ほ場整備工編 ほ場整備工（ほ場整地工、農道・畦畔・進入路、水路工、暗渠排

水工）を対象に BIM/CIM を測量・調査、設計、施工、営農・維

持管理の各段階で活用する際に適用する。 
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